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これは、 大阪府の重点評価及びＣＡＳＢＥＥを利用した自己評価結果です。
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環境負荷（L）で実現するための評価システム

Q（Quality）

L（Load）

0

0

50

100

環
境

品
質

Ｑ

30

54 1.8

0 50 100

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

10

20

30

40

50

60

70

1 2 3 4 5

割
合

件
数

星の数

総合評価 【住宅】

件数 全件に占める割合

0

20

40

60

80

1 2

件
数

総合

件

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2 3 4 5

割
合

星の数

合評価 住宅以外

件数 全件に占める割合

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

10

20

30

40

50

60

70

1 2 3 4 5

割
合

件
数

星の数

総合評価 【住宅】

件数 全件に占める割合

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

20

40

60

80

1 2 3 4 5

割
合

件
数
件
数

星の数

総合評価 住宅以外

件数 全件に占める割合

CO2

CO2

建
築
物
環
境
配
慮
制
度
の
概
要
説
明

届

届

と

※

1

2

3

4

5

6

7

件
数

届出建築物の

届出全体に占め

となっています

平成 26・27 年度に

のを対象として集

0

10

20

30

40

50

60

70

1 2 3
星の

総合評価

件数 全

の総合評価結

める S（星 5つ

す。特に Sラン

に大阪府の条例に

集計 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

4 5
数

価 【住宅】

全件に占める割合

平成

結果の分布状

）または Aラ

ンクの建築物は

に基づき届出のあっ

%

割
合

0

20

40

60

80

1 2

件
数

総合

件数

成 26年度 

状況 

ンク（星 4つ

は届出全体の数

った建築物の CASB

3 4 5
星の数

合評価 【住宅以外】

数 全件に占める割合

）の割合は、住

数％程度と少な

BEE 総合評価の結果
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